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A.働 き 着

働く時の衣服は第-にその仕事に適した機能的な形の

ものであることが必要です｡

ここでは農村婦人の野良着を紹介致しますが､仕事の純

率を高める上からも是非作っていただきたV,と思V,ます

モンペは降下までの丈にし､胴と裾にゴムテープを入

れて着やすいようにし､腰には大きなポケットをつけま

す｡上着もモンペも身幅がたっぷりしていますので､肥

満体の力でも着られましようO

写頁2は上古の裾をモンペの中に入れて請てvlるところ

ですが仕事をする時はこの方が勘きよいようです｡

働きやすく､着脱ぎに便利で､作り方の最も簡単なもの

をと試みましたが､なおミシンがなくても-･晩で出来る

ように縫うところをなるべくすくなく致しましたD

形は写実1_のように上着は着物風に打ち合わせて請たり

脱いだりが楽であるようにし､衿から綬V,たがウで前に

結び､打ち合わせをしっかりととめます｡

生 地

野良着の生地は摩擦に強くて丈夫であることが大切で

すが､はげLv,洗濯にも耐える色の落ちなV,ものである

ことが必要です｡

写真のものは要尺が90センチ幅で 2.7メートルですが､

袖丈やモンペの丈を長くする場合は 3.6メートルほどあ

ればよV,でしょう｡

裁 方 と 縫 方

◎ 上 ヲ■

数万は90センチ隔のもので着丈60センチの二倍のもの

を図(1)のようにたてにこっに折り､わの方から後身を5

(5)



センチとりこれで衿のポウにするC衿肩日郎ま10センチo

Hh'男≠iは仲 1)のように 折山紋を折り､折った分は見返

とし､次に岡(2)のように衿ぐりを切りとるo袖は図(3)

のように袖下の部分を裁ち忠とす.

裁方は手縫V,の場合は袋縫V,にするO①背中心を縫う

⑨見返しの端縫V,をし､折山根で折って点くo⑨えりつ

けをする｡㊨袖下､脇をつづけて縫う｡この時袖下の丸

みの部分はのはしながら縫うこと｡⑤裾を三つ折ぐけ｡

袖口は耳のままするO⑧前打ち合わせに胴の付置とボウ

とその間の二か所にスナップをつけ､胴の克くに-つつ

ける｡

◎ モ ン ペ

裁プjEま岡(1､の ように裁 って身頃を二枚重ね岡(2)のよ

うに陀土を裁ち､まちの位帯にしるLをする.

裁)I-は胴と裾に25､他はlセンチの縫代で ･di)律身の

まちのW.3'から上に尻当の当和を縫いつけるo(夢前股上

挨巧守上を縫う ･B前経の股下を縫う｡④まちを岡(31のよ

うにつけるO⑤胴まわりを三つ析縫いにするO･B)裾を三
つ祈睦V,にするo㊦ポケットを両腰につける.⑧ゴムテ

ープを胴と裾に入れるO (手縫V,の時は袋縫い)

B.ね ま き

労働力の雨蛙.塵であるとV,われてV,る陣眼は長V,ばか

りがよいのではなく､その質が大切だといV,ますが､そ

れにはこころよV,'厚具や接着が必要です｡日El7･ItLv,主

婦がすべて既成品で間に合わせてV,てもねまき付は自分

の手でとV,うjJのために､経済的で､箔心地のよい手入

れのしやすい附単なねまきの作り方を紺介しましょうo

rtj巧3は7㌢:i物を請る感じで宿られるもので､打ち合わせ

も右前になってV,ます｡写真のように前端を租で結んで

もよく､ボタンでもよいでしょうO写莫1は衿ぐりと的

口にゴムテ-プを入れたもので､すっぽりかぶって市る

形のものですOどれも丈を短かくして胴にベル トを用い

ますとホームドレスとして着られましょう｡

生 地

写詩のものはリップル (木綿で縮み風のもの)を用V,

(10ページにつづ'く)
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(6頁か らつづ-<)

ましたが､これは､肌ざわりもよく､アイロンの必要も

ありませんので､ねまきの生地として好ましV,ものです.

要尺は90センチ幅のもので着丈の二倍 2.5メートルで8

0仙位で出来上りました｡働き着には地味なものをえら

ぶのがよV,のですが､ねまきにはかわV,らしい柄か色の

もので作 った力がよいでしょうO

J裁方 と 縫方

◎ ね ま き A

裁方は着丈二倍のものを二つに折り､凶 (1)のように

裁ち､わの方ははさみを入れて四枚にする｡ 裾は図(2)

のように裁ちそろえる｡

経方は ①背縫をする｡･3見返しを身頃にまつりつけ

る.⑧脇を縫う.①前後の肩を縫い合わせ､接衿の]F7L返

しを身頃にまつるO⑤袖口縫代を身頃にまつる｡⑥裾を

三つ折にしてまつる｡〔勤打ち合せに紐をつける｡

@ ね ま き B

戟方は着丈二倍のものをたて､よこに折り区L(1)のよ

うに裁つ｡ 脇線の斜めのところで､衿ぐりの始末に用

V,るバイヤスをとるo (衿ぐりからの裁ち落しでポケッ

トにしてもよい)

縫方は手随でもミシンを使う時でも袋縫いにするとよ

い.①衿ぐりをバイヤスで始末し､ゴムテ-70の通せる

ようにする｡⑨袖下､脇をつづけて縫う｡⑨袖口を図(2)

のようにして縫う｡⑥裾をまつる｡⑤ゴムテープを入れ

る｡ (ゴムテ-70は衿ぐり60センチ､袖口35センチの長

さのものを二本)｡ (外 聞 千 代 )

O

｢訂 正｣

先月号の｢稲の生育と温唆 ｣の記事中 ｢ヒ歩 合 が

高 くな る｣は｢シ イナ歩 合 が高 くな る｣

のあやま りです｡8ペー ジの下 か ら三段 目にあ りますか

ら訂正 して下 さい｡ 編 集 係
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